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社内クライアントPCのOSは「WindowsXP ProfessionalSP2」が54.6％
資料3-5-1　社内クライアントPCのOS（複数回答）　N=1,500

0 6 12 18 24 30 36 42 48 54 60％ 

わからない 

MacOS8

Windows95

MacOSX10.2以前 

Linux

MacOS9

WindowsVistaHomePremium、 
WindowsVistaHomeBasic

WindowsMe

MacOSX10.3以降 

WindowsVistaUltimate、 
WindowsVistaEnterprise、WindowsVistaBusiness 

Windows98

WindowsNT

WindowsXP ProfessionalSP1以前 

WindowsXP HomeEdition

Windows2000 Professional

WindowsXP ProfessionalSP2 54.6％ 

15.7％ 

12.8％ 

5.9％ 

1.9％ 

1.5％ 

1.3％ 

1.2％ 

0.9％ 

0.5％ 

0.3％ 

0.3％ 

0.2％ 

0.1％ 

0.1％ 

2.8％ 

主に利用している社内クライアントPCのOSをみると、「WindowsXP ProfessionalSP2」が54.6％と圧倒

的に利用比率が高い。古いOSも含めて、Windowsの利用がほとんどであり、MacやLinuxの利用はごく少数

である。また、発売間もないVistaの利用もまだ増えていない。
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LAN構築率は82.6％、企業規模が大きいほど高い
資料3-5-2　LANの構築有無［従業員規模別］

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％ 

5,000人以上 
N=207

1,000-4,999人 
N=222

300-999人 
N=212

100-299人 
N=225

50-99人 
N=147

10-49人 
N=322

1-9人 
N=165

全体 
N=1,500

構築済み/構築中 

構築予定はない 

わからない 

82.6％ 

57.0％ 

78.0％ 

87.8％ 

86.2％ 

88.7％ 

91.9％ 

86.5％ 

4.5％ 

4.8％ 

4.0％ 

4.8％ 

4.9％ 

2.8％ 

4.1％ 

6.8％ 

12.9％ 

38.2％ 

18.0％ 

7.5％ 

8.9％ 

8.5％ 

4.1％ 

6.8％ 

企業内のLAN構築率をみると、82.6％が「構築済み/構築中」と回答し、企業規模が大きいほどその比率は高

い。従業員が9人以下の企業の構築率は57.0％であり、LANの必要性がなくPCをネットワークしていない企

業も存在することがわかる。
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無線LANの構築率は54.8％
資料3-5-3　LAN構築企業における無線LANの導入有無［従業員規模別］

無線LANの規格は「IEEE802.11b」と「IEEE802.11g」が4割
資料3-5-4　導入している無線LANの規格（複数回答）　N=679

全社的に導入済み 

一部に導入済み 

計画中 

導入予定はない 

わからない 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％ 

5,000人以上 
N=179

1,000-4,999人 
N=204

300-999人 
N=188

100-299人 
N=194

50-99人 
N=129

10-49人 
N=251

1-9人 
N=94

全体 
N=1,239 16.1％ 

23.4％ 

15.5％ 

10.9％ 

12.4％ 

11.2％ 

15.2％ 

27.4％ 

2.3％ 

3.2％ 

0.0％ 

33.7％ 

37.2％ 

39.0％ 

41.9％ 

37.1％ 

29.8％ 

34.3％ 

18.4％ 

38.7％ 

26.6％ 

31.5％ 

34.1％ 

37.1％ 

47.3％ 

43.6％ 

45.3％ 

9.1％ 

9.6％ 

13.9％ 

12.4％ 

11.9％ 

7.4％ 

3.9％ 4.5％ 

0.8％ 

1.5％ 

4.3％ 

2.9％ 

4.5％ 

無線LANの構築率は全社と一部をあわせて54.8％である。従業員規模別では、小規模な企業と大規模な企業

での利用率が高く、10〜99人までの企業では構築率が50％以下である。セキュリティ上の不安から、導入予

定がない企業も多いと考えられる。
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0 5 10 15 20 25 30 35 40 45％ 

わからない 

IEEE802.11n

IEEE802.11a

IEEE802.11g

IEEE802.11b 40.4％ 

39.9％ 

25.3％ 

4.0％ 

33.7％ 

無線LAN導入企業が導入している無線LANの規格は、「IEEE802.11b」が40.4％、「IEEE802.11g」が

39.9％とほぼ同比率で上位を占めている。100Mビット/秒の転送速度をもち、有線LANと同程度の速度とな

る「IEEE802.11n」の利用は、まだ4.0％にとどまっている。
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無線LANを導入しない理由のトップは「セキュリティが確保できないから」が48.3％であり、「特にメリット

を感じないから」の37.1％が続く。電波を盗聴される危険があるためにWEPによる暗号化が必要など、セキュ

リティ面の不安が高い。

導入の理由はレイアウト変更などへの柔軟な対応と利用者の利便性
資料3-5-5　無線LAN導入の理由（複数回答）　N=679

0 10 20 30 40 50 60％ 

わからない 

セキュリティが確保できているから 

導入コストが安いから 

管理コストが安いから 

利用者からの要求があったため 

利用者の利便性のため 

オフィスのレイアウト変更などに 
柔軟に対応ができるから 

（配線工事が不要であるから） 
56.6％ 

55.8％ 

18.4％ 

11.2％ 

10.3％ 

7.4％ 

6.2％ 
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無線LANを導入しない理由はセキュリティ確保への不安
資料3-5-6　無線LANを導入しない理由（複数回答）　N=418

無線LAN導入の理由は、「オフィスのレイアウト変更などに柔軟に対応ができるから（配線工事が不要であるか

ら）」が56.6％、「利用者の利便性のため」が55.8％と他を圧倒しており、レイアウト変更の柔軟性と利便性

が上位になっている。
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0 10 20 30 40 50 60％ 

わからない 

管理コストが高いから 

利用者の利便性があがらないから 

利用者から要求がないから 

導入コストが高いから 

オフィス内のレイアウト変更 
などを行わないから 

特にメリットを感じないから 

セキュリティが確保できないから 48.3％ 

37.1％ 

18.4％ 

18.4％ 

15.1％ 

11.5％ 

9.6％ 

3.6％ 
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